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547　　　 凝固抑制蛋 白 Calphobindin　I（CPB

正
，
Annexin　 V ） の 癌 細 胞 組 織因 子 活 性 （PA ）に

与え る影響に つ い て

548　　　　 JAR 細胞の hCG 分泌及び増殖にお

ける磁力線の 影響

秋田大

佐藤宏和 ，軽部裕子 ， 大山則昭，設楽芳宏，

真木正博

大阪府立成人病セ ン タ
ー　婦人科

小野雅昭 ， 東 千尋，稲垣 実，尾崎公巳

【目的】 当教室が 胎盤 よ り精製 し た凝固抑制蛋白

CPB 　I は 各種癌細胞 内 に も存在す る。　 DIC に 移行

しやす い 急性前骨髄性白血病の樹立細胞株で ある HL
− 60は，発ma　promoter で あ る TPA の 刺激 に よ り増

殖を停止 し，
マ ク ロ フ ァ

ージ様細胞に 変化する 。 今回我

々は，この TPA 刺激に よ る細胞全体の PA 変化及び細

胞内 CPB 　 I 濃度変化 を 検討 し
，

さ らに CPB 　 I が 癌

病態 に お い て 凝固抑制物質と して 機能 して い るか否 か

を検討 した 。 【方法】 10％FCS 加 RPMH640 にて継

代培養した HL − 60を24　well 　plateに O．5 × 105ce11s／

well ずつ 蒔込み ，
0．0ユμM の TPA に て 0，4

，
24

，
48お

よ び 72時間刺激 した 。 そ の 後 PBS に て 2回洗浄 し，

超音波処理 した 検体 の PA を ， 第 X 因 子活性化反応 に

よ り発色基質 S2222 を用い て 定量した 。 また，超音波

処理後の 検体に CPB　 I の 凝固抑制活性を阻害す る精

製家兎抗 CPB 　I ポ リク ロ
ー

ナ ル 抗体を ，
　 O．2ng／mt と

な るよ う に 添加 し， 同様 に PA を測定 した 。 な お，
　PA

は 細胞 106個当 り の値 を
，
Thrombore1   S （Behring）

1g に 相当する量 を 1unitとして 換算 した 。

一
方，同様

に刺激，洗浄 した細胞を 5mM 　EGTA ，　O．1％ Triton

X − 100を含む Tris　bufferにて 超音波処 理 後，ユ8，500

xg ，1時間遠心 した上清 中の CPB　I濃度 を Sand−

wich 　ELISA 法 に て 測定 した 。 　【成績】 HL − 60 の

PA は刺激前 の 0．067　mU ／106　ce11s よ り時間依存性

に 増加 し，
72時間後に は 1．046mUfle6 とな っ た。 こ

の活性は測定前の抗CPB 　I抗 体添加 に より有意 に 上

昇 し た 。 ま た
，
CPB 　 I も TPA の 刺激 に 応 じて 増 加

し，48時間後に は O．897　”g／lOe　cells の 最大値を示 し

た 。 【結果 ］ HL − 60の PA は TPA 刺激に よ り上昇

す る が ，同時 に 産 生 さ れ た CPB 　I が こ の PA を抑

制 して お り，PA は組織 因子様 物 質 の 抗原 量 を正

確に は 反 映 し て い な い と考え られ た。

【目的】電流に 伴い 空間に は電流に相関した磁場

が形成される。近年産業面における核融合， 超電

導及び医学面にお けるMRI の 臨床応用に ともな

っ て ，強力な磁力線に被爆する機会が増え つ つ あ

る。しか しなが ら磁力線の 生体に 及ぼす影響に つ

い て は未だ解明されて い な い 。 今回我 々 は ， 磁場

の 生体に 及ぼす影響を調べ る 目的で ， 絨毛癌細胞

株 JAR の 細胞増殖及び ，
　 HCG産生に対する磁場

の 影響に つ いて検討を加え た 。 【方法】大阪大学

通 信工学科の協力の もと
， 細胞培養系に

一定の静

磁場を加える装置を開発 した。 JAR 細胞を 24時

間通常の培養装置にて 培養後 ， 細胞数を調整 し，

培養上清を交換 して 電磁波被爆培養系で 更 に 24時

間培養後，　
3H

標識 チ ミジ ンを 8時間パ ル ス し，

チ ミ ジ ン の 細胞内へ の 取 りこみ 及び培養上清 の

HCG濃度を，　 Enzy皿e
−imuno−assay 法 に よ り調 べ 電

　磁波非被爆培養系で の値 と比較検討 した 。

【成績】磁場強度を上げるに伴い
， JAR 細胞の

細胞増殖及 びHCG産生は抑制され，2000mTの 磁場

に おい ては ， 非被爆細胞培養系に比較して ， 細胞

増殖 におい て 10〜30％ ， HCG産生で は20〜40％ の

抑舗を認めた 。 細胞の viability は電磁波の 非被

爆 ， 被爆の い ずれに おい て も97％以上で差は認 め

なか っ た。 　【結論】磁場の細胞に及ぼす影響に つ

い て は未解明で あり，今後の 研究課題で あるが今

回の 我々 の 実験結果は ， 磁力線が細胞増殖の みな

らず ， 生理機能に も影響を及 ぼすこ とを示唆する

もの で あ り，癌細胞の み な らず各種の 正常細胞 に

おい て も， 爆磁によ り生理機能が影響を受ける事

が考え られ る 。
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